
がん
～日本人の2人に1人はがんを経験？～

がんは、日本人の2人に1人が経験すると言われる非常に身近な病気です。

以前は「治らない病気」というイメージが強くありましたが、現在では医療

技術の進歩により、早期に見つかれば治療の選択肢も広がり、完治を目指

せるケースも少なくありません。まずは、がんという病気を正しく理解し、

日々の生活の中でできる予防・早期発見のための行動を習慣にすることが

大切です。
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食事・運動・生活習慣による予防

がんのすべてを防ぐことはできませ

んが、生活習慣を整えることでリスク

を大きく減らせることがわかってい

ます。

がんが増えたのか？

近年「がんになる人が増えている」と

耳にすることが多くなりました。

本当に増えたのは“発見の機会”です。

がんそのものが急激に増えたわけで

はありません。背景には 医療技術の

進歩と健診率の向上 が大きく関係し

ています。CT、MRI、内視鏡などの

検査精度が高まり、これまで見つけ

にくかった小さながんが早い段階で

発見できるようになりました。さらに

寿命が延びたことも重要な要因です。

がんは加齢とともに発症しやすくな

る病気です。

つまり「がんが増えた」というより、

「がんが見つかりやすい社会になっ

た」という表現が正確です。

医療が進歩した今こそ、正しい知識

と日々の検診が大切です。

● 禁煙は最大の

予防策

● 適度な運動

（1日30分の

歩行が目安）

● バランスの

     良い食事

● 適正体重を保つ



当院オリジナルの間違い探しです。

左右の絵で間違いが6つあります。

下の自転車イラストの下に解答があります。

心臓リハビリ紹介動画

今回のテーマはがんでした。最近、リハビリ分野では

がん後のリハビリが注目されています。手術後の疼痛

の影響やお薬の影響などでリハビリが必要になる方

が多いからです。がんの手術前には出来る限り多く筋

肉を持っている方が回復スピードが早くなります。可

能な限りでの運動を継続しましょう。また手術後も早

期の社会復帰に向けての継続したリハビリが必要に

なります。運動についての疑問があれば当院スタッフ

にお尋ねください。

①右下の赤と青②右下ボールの有無③右真ん中熊④右上滑り台⑤右上帽子⑥左上きつねの表情

間違い探し解答：
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